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第
四
五
二
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
四
日(

木)  
 

於
：
三
軒
茶
屋
世
田
谷
区
施
設 

 
 
 選 

 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 
出
句
・
選
句 

 
 

今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

熊
谷
く
に
お 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子  

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
内
天
牛 

 

渡
邊
盛
雄 

  

 
 
 
 

選
句
の
み 

 
 
  

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
考
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

                        

山
本
三
恵 

花
伝
亭
長
太
楼
（
落
語
披
露
の
後
参
加
・
長
） 

 

【
互 

選 

句
】
〇
は
会
員
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
青
葉
会
、
孤
舟
選
者
の
選 

十
三
点 

 

足
る
を
知
る
夫
婦
ふ
た
り
の
年
用
意 

 
 

昇 

（
紀
・
く
す
・
く
・
と
・
孝
・
清
・
康
・
ゆ
・
國
・

隆
・
び
・
百
・
盛
） 

 

九
点 

 
 

過
疎
村
の
空
を
狭
め
て
大
根
干
す 

 
 

孤
舟 
（
〇
く
・
千
・
恵
・
〇
康
・
堂
・
正
・
〇
昇
・
三
・ 

天
） 

 
 

◎
膝
小
僧
並
ぶ
足
湯
に
冬
至
柚
子 

 
 
 

康
敏 

（
そ
・
孤
・
と
・
孝
・
恵
・
〇
己
・
〇
允
・
三
・
盛
） 

 

八
点 

 
 

逢
へ
ぬ
人
面
影
浮
か
べ
賀
状
書
く 

 
 

忠
彦 

（
そ
・
長
・
た
・
龍
・
雅
・
國
・
隆
・
盛
） 

凩
を
風
樹
の
嘆
と
聞
き
ゐ
た
り 

 
 
 

孤
舟 

（
〇
く
す
・
健
・
清
・
康
・
己
・
雅
・
啓
・
亜
） 

 

六
点 

 

◎
別
れ
あ
り
出
会
い
の
あ
り
て
年
暮
る
る 

 
   

と
み
子 

 
 

（
く
す
・
健
・
孤
・
た
・
龍
・
百
） 

 
 

◎
為
す
こ
と
の
い
さ
さ
か
多
し
暮
れ
早
し 

 
  

ゆ
た
か 
 
 

（
く
す
・
孤
・
龍
・
國
・
び
・
規
） 

◎
久
闊
を
叙
す
る
こ
と
な
く
年
逝
け
り 

 
 
 
   

 

昇 
 
 

（
孤
・
龍
・
康
・
百
・
三
・
〇
盛
） 

 

五
点 

 

◎
時
雨
る
る
や
北
山
杉
の
製
材
所 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
孤
・
く
・
恵
・
び
・
天
） 

 
 
 
 
 
 

新
薬
師
寺 

伐
折
羅
「
バ
サ
ラ
」
て
ふ
神
将
在
す
闇
寒
し 

   

堂
哉 

 
 

（
紀
・
孝
・
昇
・
啓
・
亜
） 

 
 

瀬
戸
の
海
島
影
く
っ
き
り
冬
茜 
 
  

 
  

た
だ
し
げ 

  

（
紀
・
長
・
ゆ
・
昇
・
三
） 

 
 

病
院
で
五
泊
六
日
の
夜
寒
か
な 

  
 
 
   

 
 

仝 
 
 

（
健
・
忠
・
と
・
正
・
規
） 

 
 
 
 

 

四
点 

   

義
太
夫
に
眠
気
催
す
開
戦
日 

 
 
 
 
 
   

五
郎
太 

   

（
紀
・
隆
・
雅
・
天
） 

露
天
湯
に
憂
さ
流
し
切
れ
ぬ
霜
夜
か
な 

 
 
  

健
介 

 
 

（
と
・
己
・
ゆ
・
允
） 

 
 

ノ
ー
サ
イ
ド
鳴
る
を
戦
火
に
願
え
ど
も 

 
 
 
 

國
護 

 
 

（
長
・
千
・
ゆ
・
昇
） 

 
  

黙
々
と
立
ち
食
い
蕎
麦
や
冬
の
駅 

 
 
 
   

百
合
子 

   
(

く
す
・
清
・
○
正
・
天) 

妻
恋
し
雲
ひ
と
つ
な
き
師
走
空 

 
 
 
 
 
  

規
雄 

 
 

（
く
・
〇
堂
・
國
・
〇
三
） 

 
 

木
枯
ら
し
や
ひ
し
ゃ
げ
し
古
伊
賀
銘
は
な
し 

  

亜
也 

 
 

（
恵
・
清
・
正
・
〇
啓
） 

 

三
点 
 
 

漁
火
の
沖
に
紛
れ
て
冬
北
斗 

 
 
 
 
 
 
   

孤
舟 

 
 

（
五
・
己
・
允
） 

 
  

◎
う
つ
か
り
を
齢
の
せ
い
に
冬
薔
薇 

 
 
  

  

と
み
子 

 
 

（
孤
・
び
・
允
） 



 

2 

 

 
 
 
 

豊
満
な
三
浦
大
根
い
か
に
せ
ん 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
隆
・
亜
・
天
） 

 
 
 
 

ラ
ジ
オ
体
操
蒲
団
に
て
聞
く
埒
の
無
さ 

 
 
 

恵
洲 

 

（
己
・
啓
・
亜
） 

 
 
 
 

ヴ
ェ
ー
ル
被
り
幼
き
マ
リ
ア
聖
夜
劇 

 
 
 
 

康
敏 

 

（
恵
・
昇
・
〇
規
） 

 
 
 
 

鴉
二
羽
夕
日
の
中
の
木
守
柿 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
五
・
堂
・
啓
） 

 
 
 

枯
れ
て
な
ほ
己
が
葉
鳴
ら
す
風
知
草 

 
 
 
 
 

仝 
 

（
く
・
五
・
〇
孝
） 

 
 
 
 

銀
杏
落
葉
再
開
発
と
い
ふ
手
品 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
千
・
堂
・
亜
） 

生
牡
蠣
で
祝
ふ
食
卓
パ
リ
遠
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
〇
紀
・
國
・
正
） 

平
和
と
ふ
危
う
き
日
々
や
冬
木
立 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
〇
そ
・
忠
・
康
） 

 

二
点 

 
 
 
 
 

京
都
南
座
顔
見
世
東
西
合
同
大
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
代
目
團
十
郎
襲
名
披
露
「
助
六
」 

顔
見
世
の
格
落
ち
芝
居
な
め
て
を
り 

 
 
 

紀
久
男 

 

（
忠
・
た
） 

 
 
 
 

風
邪
の
神
二
回
訪
れ
居
座
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
健
・
規
） 

 
 
 

大
木
の
銀
杏
落
葉
の
輝
く
黄 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
た
・
雅
） 

 

脱
穀
の
終
え
た
田
で
鳥
餌
拾
う 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
ゆ
・
規
） 

 
 
 
 

ま
た
一
人
減
り
て
同
期
の
忘
年
会 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
そ
・
忠
） 

 
 
 
 

枯
草
に
寝
て
仰
ぐ
空
ノ
ー
サ
イ
ド 

 
 
 
 
 

正
己 

 

（
紀
・
清
） 

 
 
 
 

学
友
の
シ
ョ
パ
ン
や
弾
む
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
・
長
） 

 
 
 

ま
た
一
つ
熊
手
売
れ
た
る
手
締
め
の
音 

 
 
 

國
護 

 
（
忠
・
允
） 

 
 
 

散
紅
葉
名
残
惜
し
み
つ
炊
く
煙 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
た
・
雅
） 

 
 
 
 

木
漏
れ
日
や
き
ら
り
ひ
ら
り
と
銀
杏
降
る 

 

百
合
子 

 

（
長
・
ゆ
） 

 
 
 
 

浮
寝
鳥
平
和
に
優
る
も
の
は
無
く 

 
 
 
 
 

正
明 

 

（
五
・
百
） 

 
 
 

◎
世
界
中
の
子
ら
を
笑
顔
に
聖
樹
の
灯 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
孤
・
と
） 

 
 
 
 

晴
れ
渡
り
晴
れ
渡
り
け
り
師
走
空 

 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
千
・
百
） 

 
 
 

一
点 

 
      

      

泉
鏡
花
作 

玉
三
郎
演
出
「
天
守
物
語
」 

師
走
歌
舞
伎
の
〆
は
や
っ
ぱ
り
玉
三
郎 

 
 

紀
久
男 

 
 

（
盛
） 

 
 
 

背
景
を
紫
に
塗
る
冬
麗 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
孝
） 

 
 
 

口
切
の
待
合
に
あ
る
而
今
の
字 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

義
士
会
の
演
武
の
ひ
と
つ
居
合
か
な 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
五
） 

鎮
魂
の
花
火
三
発
開
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
龍
） 

 
 
 

裸
木
に
見
る
と
も
な
し
に
隣
家
見
ゆ 

 
 
 

と
み
子 

 
 

（
び
） 

 
 
 

ス
ト
ー
ブ
に
弁
当
並
ぶ
六
の
一 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
千
） 

 
 
 

蜜
柑
狩
り
は
し
ゃ
ぐ
仲
間
は
喜
寿
ま
ぢ
か 

 
 

啓
子 

 
 

（
紀
） 

 
 
 

店
先
に
並
ぶ
鱈
の
子
冬
夕
焼
け 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 

う
ず
く
ま
り
ゆ
れ
る
木
な
が
む
寒
き
庭 

 
 
 

雅
夫 

 
 

（
隆
） 

ガ
ス
ビ
ル
に
昭
和
伝
え
る
セ
ロ
リ
か
な 

 
 
 

亜
也 

 
 

（
堂
） 

 
 
 

今
ど
き
の
熊
は
冬
眠
せ
ぬ
と
い
ふ 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
健
） 

 
 

 
 
 

血
圧
の
高
き
を
忘
る
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
そ
） 

 
 
 

翔
平
を
吾
子
の
ご
と
く
お
で
ん
酒 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

  
  
 
 
 
 
  
  

     
 

     
 

     
 

     
 

     
 



 

3 

 

【
句 

 

評
】 

十
三
点
句 

足
る
を
知
る
夫
婦
ふ
た
り
の
年
用
意 

 
 

昇 
 

 
 
 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
足
る
を
知
る
」（
知
足
者
富
）
は
老
子
の
言
葉
。
慎
ま
し
く
幸
せ
そ
う
な
夫
婦
が
目
に

浮
か
ぶ
。 

 
 
 
 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
つ
つ
ま
し
い
ご
夫
婦
の
日
頃
の
ご
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
長
年
連
れ
添
っ
た
ご
夫
婦
の
穏
や
か
な
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。 

 

九
点
句 

 

過
疎
村
の
空
を
狭
め
て
大
根
干
す 

 
 

孤
舟 

 

 
 
 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
た
く
あ
ん
用
の
大
根
を
干
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
空
を
狭
め
て
」
と
少
し
オ
ー 

バ
ー
な
措
辞
が
上
手
い
で
す
ね
。
た
だ
こ
れ
は
「
過
疎
村
」
を
「
過
疎
の
村
」
と
し
て 

下
五
に
、
「
大
根
干
す
」
を
上
五
に
語
順
を
変
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
人
が
あ
ま
り
住
ん
で
い
な
い
は
ず
な
の
に
何
故
か
大
根
が
た
く
さ
ん
干
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
が
結
構
空
を
埋
め
て
い
る
現
象
。
そ
こ
に
は
ち
ゃ
ん
と
人
が
生
活
し
て
い
る
と
い

う
現
れ
な
ん
で
す
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
過
疎
の
村
と
言
え
ど
豊
作
の
大
根
を
景
気
よ
く
干
し
て
い
る
心
意
気 

 
 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
若
者
の
い
な
い
村
で
、
お
年
寄
り
達
が
腰
を
の
ば
し
て
一
斉
に
大
根
を
干
し
て
い
る
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
過
疎
村
の
寂
し
い
空
と
干
し
大
根
の
賑
や
か
さ
の
対
比
が
鮮
や
か
。
青
空
に
大
根
の
白 

さ
が
目
に
沁
み
ま
す
。
俳
味
の
あ
る
句
で
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
だ
ん
だ
ん
こ
ん
な
情
景
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
で
す
。 

 
 
 

膝
小
僧
並
ぶ
足
湯
に
冬
至
柚
子 

 
 
 

康
敏 

 

 
 
 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
湯
に
浸
さ
れ
た
大
根
足
の
周
辺
に
、
小
さ
な
香
り
高
い
柚
子
が
浮
い
て
い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
足
湯
に 

足
と
柚
子
が
混
み
合
っ
て
い
る
様
子
が
、
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
足
湯
で
も
柚
子
湯
に
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
嬉
し
い
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
ぎ
っ
し
り
並
ん
だ
む
さ
く
る
し
い
く
ら
い
の
膝
小
僧
、
少
し
熱
め
の
温
泉
の
も
う
も
う
と 

し
た
湯
気
、
ゆ
ず
の
鮮
明
な
レ
モ
ン
色
が
相
ま
っ
て
、
ま
っ
た
く
こ
の
時
期
憧
れ
の 

「
ほ
っ
こ
り
、
ぽ
か
ぽ
か
」
を
思
い
描
け
ま
す
ね
。 

 
 
 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
真
っ
白
な
足
と
黄
色
の
柚
子
の
取
り
合
わ
せ
、
楽
し
そ
う
で
す
ね
。 

 

八
点
句 

 

逢
へ
ぬ
人
面
影
浮
か
べ
賀
状
書
く 

 
 

忠
彦 

 

 
 
 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
そ
の
人
を
思
い
出
し
、
一
言
を
添
え
る
。 

凩
を
風
樹
の
嘆
と
聞
き
ゐ
た
り 

 
 
 

孤
舟 

 

 
 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
凩
が
木
々
を
揺
ら
す
音
を
「
風
樹
の
嘆
」（
＝
孝
行
を
し
た
き
時
分
に
親
は
な
し
）
と
聞 

い
た
。
作
者
の
心
中
の
嘆
き
で
も
あ
ろ
う
。 

参
考
「
虎
落
笛
風
樹
の
嘆
の
如
き
も
の 

長
谷
川
双
魚
」 

 
 
 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
親
不
孝
の
わ
が
身
に
は
耳
の
痛
い
話
。 

六
点
句 

 

別
れ
あ
り
出
会
い
の
あ
り
て
年
暮
る
る 

 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 

 
 

 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
出
会
い
よ
り
も
別
れ
の
方
が
多
か
っ
た
こ
の
１
年
も
ま
も
な
く
暮
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
正
に
出
会
い
と
別
れ
が
あ
り
、
一
年
が
暮
れ
て
行
く
。
ど
こ
か
に
寂
し
い
気
持
ち
が
あ 

る
。 

 
 
 

 
 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
さ
し
く
今
年
が
そ
う
で
し
た 
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為
す
こ
と
の
い
さ
さ
か
多
し
暮
れ
早
し 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
若
い
時
ほ
ど
テ
キ
パ
キ
と
事
を
済
ま
す
こ
と
が
出
来
ず
、
徒
に
時
間
の
経
つ
の
が
早
い
。 

注
意
点
（
暮
れ
早
し 

→
 

俳
句
で
は
、
暮
に
送
り
仮
名
は
付
け
ま
せ
ん
。
暮
早
し
） 

久
闊
を
叙
す
る
こ
と
な
く
年
逝
け
り 

 
 
 
   

 

昇 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
永
年
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
友
が
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 

     

康
敏
さ
ん
・
・
・「
今
年
こ
そ
会
お
う
よ
！
」
年
賀
状
に
何
年
書
き
続
け
て
き
た
こ
と
か
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
年
々
一
年
が
短
く
な
り
、
今
年
も
気
懸
り
を
そ
の
ま
ま
に
年
を
送
り
ま
す
。
恥
ず
か
し
な 

が
ら
「
久
闊
を
叙
す
る
」
調
べ
て
、
な
る
ほ
ど
、
同
感
！ 

 
 
 
    

三
恵
さ
ん
・
・
・「
久
闊
を
叙
す
る
」
と
い
う
表
現
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

五
点
句 

 

時
雨
る
る
や
北
山
杉
の
製
材
所 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 

 
 
 
 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
北
山
杉
の
産
地 

京
都
北
区
中
川
近
辺
に
は
時
雨
が
よ
く
似
合
う
。 

 
 

 
 
 
 

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
時
雨
の
中
、
の
こ
ぎ
り
の
音
と
、
切
屑
か
ら
の
木
の
香
の
顕
つ
初
冬
の
製
材
所
の
雰
囲 

気
を
よ
く
写
し
て
い
る 

び
ん
さ
ん
・
・
・
飽
く
迄
垂
直
な
京
都
の
北
山
杉
。
昔
は
奥
瀞
の
峡
谷
を
筏
師
が
命
が
け
で
下
ろ
し
た
そ

う
な
。
そ
の
皮
襞
の
筋
を
磨
上
げ
る
古
典
的
な
情
熱
。
い
ま
製
材
所
の
材
木
置
場
で
冷

た
い
雨
に
濡
れ
て
い
る
北
山
杉
。 

 
 
 

 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
製
材
所
い
っ
ぱ
い
に
処
理
し
た
ス
ギ
の
材
木
の
臭
い
で
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
薬
師
寺 

伐
折
羅
「
バ
サ
ラ
」
て
ふ
神
将
在
す
闇
寒
し 

  

堂
哉 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
厳
か
な
空
間
が
眼
前
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
ま
す
。 

 
 

瀬
戸
の
海
島
影
く
っ
き
り
冬
茜 

 
  

 
 

た
だ
し
げ 

  
 

 
 
 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
瀬
戸
の
海
の
一
刻
の
鮮
や
か
な
景
色
が
と
ら
え
ら
れ
て
見
事
で
す 

 
 

病
院
で
五
泊
六
日
の
夜
寒
か
な 

  
 
 
 

た
だ
し
げ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
「
夜
寒
か
な
」
が
、
我
が
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
想
い
を 

語
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

 

四
点
句   

義
太
夫
に
眠
気
催
す
開
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
  

 
 
 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
幾
つ
の
方
の
句
で
し
ょ
う
か
。
開
戦
日
の
と
ら
え
方
が
全
く
違
う
の
で
驚
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
  

紀
久
男
・
・
・
・
戦
時
中
の
大
本
営
発
表
、
軍
艦
マ
ー
チ
。
対
照
的
な
客
も
ま
ば
ら
な
人
形
浄
瑠
璃
と
で 

面
白
い
取
り
合
わ
せ
で
す
。
昭
和40

年
ご
ろ
の
道
頓
堀
の
中
座
や
朝
日
座
を
想
起
し
ま
し
た
。 

露
天
湯
に
憂
さ
流
し
切
れ
ぬ
霜
夜
か
な 

 
 
 

健
介 

 
 

 
 

 
 
 
     

と
み
子
さ
ん
・
・ 

流
し
き
れ
ぬ
憂
さ
も
露
天
湯
が
、
癒
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
日
頃
の
鬱
陶
し
い
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す 

 
 

ノ
ー
サ
イ
ド
鳴
る
を
戦
火
に
願
え
ど
も 

 
 
 

國
護 

 
 
  

 
 
 

 
 
   

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
全
く
同
感
で
す 

 
 

  
     

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
※
ラ
グ
ビ
ー
は
季
語
で
す
が
ノ
ー
サ
イ
ド
は
季
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

 
 
 

黙
々
と
立
ち
食
い
蕎
麦
や
冬
の
駅 

 
 
 
  

百
合
子 

  
 

 
 
 

 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
寂
し
く
て
寒
そ
う
で
す
ね
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
出
張
に
行
っ
た
地
方
の
駅
で
の
経
験
を
思
い
出
し
ま
す
。 

妻
恋
し
雲
ひ
と
つ
な
き
師
走
空 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

く
に
お
さ
ん
・
・
下
五
の
「
師
走
空
」
は
「
師
走
か
な
」
で
は
だ
め
で
し
ょ
う
か
。 
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三
恵
さ
ん
・
・
・
自
分
の
心
は
、
妻
に
会
い
た
く
て
寂
寥
感
に
沈
ん
で
い
る
と
い
う
の
に
ふ
と
見
上
げ
る 

と
冬
空
に
は
一
点
の
曇
り
も
な
く
、
癪
に
障
る
く
ら
い
清
々
し
い
。
か
え
っ
て
妻
へ
の 

恋
し
さ
が
募
っ
て
い
く
、
と
勝
手
に
解
釈
し
ま
し
た
。
俳
句
な
ら
で
は
の
心
情
の
投
影 

が
好
き
で
す
。 

木
枯
ら
し
や
ひ
し
ゃ
げ
し
古
伊
賀
銘
は
な
し 

  
 

亜
也 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
銘
の
無
い
古
伊
賀
の
ひ
し
ゃ
げ
た
の
と
、
季
語
木
枯
ら
し
の
取
り
合
わ
せ
が
よ
い
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
佳
作
。
寂
し
く
て
品
が
あ
り
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
独
特
な
形
の
古
伊
賀
の
花
入
れ
や
水
差
し
。
銘
が
な
い
も
の
の
名
品
か
。
季
語
の
斡
旋
が 

流
石
で
す
。 

 

三
点
句 

 

う
つ
か
り
を
齢
の
せ
い
に
冬
薔
薇 

 
 
 
 
  

と
み
子 

 
  

 
 
 

 
 
     

孤
舟
選
者
・
・
・「
う
つ
か
り
」
は
齢
の
所
為
で
は
な
く
認
知
症
の
現
れ
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 
 
 

豊
満
な
三
浦
大
根
い
か
に
せ
ん 

 
 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
 

 
 
 

 
 
     

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
豊
満
」
と
「
い
か
に
せ
ん
」
の
組
合
せ
で
あ
ら
ぬ
こ
と
も
思
わ
せ
て
妙
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
豊
満
で
何
事
か
と
驚
か
せ
る
、
人
を
喰
っ
た
句
で
す
ね
。 

 
 
 
 

ラ
ジ
オ
体
操
蒲
団
に
て
聞
く
埒
の
無
さ 

 
 
   

恵
洲 

 
  

 

 
 
 
      

啓
子
さ
ん
・
・
・
ど
な
た
に
も
経
験
の
あ
る
景
で
す
が
、
下
五
の
措
辞
が
何
と
も
言
い
難
い
気
分
を
言
い 

得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
日
常
語
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
「
埒
も
な
い
」
に
好
感
。 

 
 
 
 

ヴ
ェ
ー
ル
被
り
幼
き
マ
リ
ア
聖
夜
劇 

 
 
 
   

康
敏 

 
 
 

 
 
 

 
 
     

恵
洲
さ
ん
・
・
・
幼
い
時
に
通
っ
た
日
曜
学
校
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
思
い
出
さ
せ
て
な
つ
か
し
い
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
・
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
の
、
園
児
等
の
嬉
々
と
し
た
笑
顔
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
そ
ん  

な
俳
句
で
す
。
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

鴉
二
羽
夕
日
の
中
の
木
守
柿 

 
 
 
 
 
 
   

び
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 
     

五
郎
太
さ
ん
・
・
絵
よ
う
な
静
謐
な
冬
の
夕
景
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 

枯
れ
て
な
ほ
己
が
葉
鳴
ら
す
風
知
草 

 
 
 
   

び
ん 

 
 

 
 
 

 
 
     

孝
岳
さ
ん
・
・
・
風
知
草
は
夏
の
盛
り
を
過
ぎ
て
冬
枯
れ
て
し
ま
っ
た
己
の
葉
を
鳴
ら
し
て
「
老
い
て
尚
、 

し
ば
ら
く
は
気
力
あ
る
人
生
を
社
会
貢
献
の
為
に
使
え
。
」
と
僕
に
言
っ
て
い
る
よ
う
に 

感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 

銀
杏
落
葉
再
開
発
と
い
ふ
手
品 

 
 
 
 
 
  

正
明 

 
 

 
 
 

 
 
      

千
恵
さ
ん
・
・
・
自
然
を
壊
し
て
ま
で
再
開
発
は
人
々
に
快
適
を
与
え
る
な
ど
と
い
う
ま
や
か
し
は
嫌
で 

す
ね
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
手
品
」
に
込
め
た
慨
嘆
・
批
判
。 

生
牡
蠣
で
祝
ふ
食
卓
パ
リ
遠
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
佳
作
で
す
。 

平
和
と
ふ
危
う
き
日
々
や
冬
木
立 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

そ
ら
お
さ
ん
・
・
世
界
の
異
常
天
候
と
戦
乱
の
絶
え
な
い
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
政
治 

も
異
常
で
す
。
大
谷
君
の
明
る
さ
だ
け
が
救
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
日
本
は
地
政
学
的
に
見
て
、
か
な
り
危
険
な
位
置
に
あ
る
。
冬
木
立
の
間
か
ら
見
え
る
未
来 

は
？ 
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二
点
句 

 
 
 
 

京
都
南
座
顔
見
世
東
西
合
同
大
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
代
目
團
十
郎
襲
名
披
露
「
助
六
」 

顔
見
世
の
格
落
ち
芝
居
な
め
て
を
り 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
少
々
き
つ
い
表
現
だ
が
、
理
解
で
き
る
。 

 
 

 
      

※
紀
久
男
（
自
句
自
解
）
菊
五
郎
・
菊
之
助
等
音
羽
屋
一
門
は
出
演
無
し
。
東
京
組
は
團
十
郎
一
家 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

の
み
。
成
田
屋
の
借
金
の
闇
が
想
起
さ
れ
ま
す
。
玉
三
郎
や
菊
之
助
の
揚
巻
役
が
智
太
郎
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
荷
が
重
い
。 

 

脱
穀
の
終
え
た
田
で
鳥
餌
拾
う 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
田
圃
の
一
刻
の
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 

散
紅
葉
名
残
惜
し
み
つ
炊
く
煙 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 
 

 
 
     

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・ 
暮
れ
往
く
秋
の
情
感
が
よ
く
分
る
。 

尚
、
「
炊
く
」
は
「
焚
く
」
で
は
？ 

 
 
 
 

木
漏
れ
日
や
き
ら
り
ひ
ら
り
と
銀
杏
降
る 

 

百
合
子 

 
 

 
 

 
 
 
 
   

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
き
ら
り
ひ
ら
り
の
表
現
が
素
晴
ら
し
い
で
す 

 
 
 
 

浮
寝
鳥
平
和
に
優
る
も
の
は
無
く 

 
 
 
 
 

正
明 

 

 
 

 
 
 
 
   

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
続
く
戦
争
、
平
和
が
第
一
。
何
羽
も
の
鳥
が
水
に
の
ど
か
に
浮
か
ん
で
い
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
浮
寝
鳥
が
雄
弁
に
訴
え
か
け
て
き
ま
し
た 

 
 
 
 

世
界
中
の
子
ら
を
笑
顔
に
聖
樹
の
灯 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 

 
 
     

孤
舟
選
者
・
・
・
子
供
達
が
世
界
各
地
の
紛
争
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
よ
う
祈
り
た
い
。 

 
 

 
 
 
 
   

 

と
み
子
さ
ん
・
・
聖
樹
の
灯
に
、
希
望
を
託
し
た
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

晴
れ
渡
り
晴
れ
渡
り
け
り
師
走
空 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

 
 

 
 
 
     

千
恵
さ
ん
・
・
・
冬
の
日
、
時
に
ど
こ
ま
で
蒼
い
ん
だ
っ
て
位
雲
も
な
く
空
が
真
っ
蒼
な
時
が
あ
り
ま
す

ね
。
ち
ょ
っ
と
感
動
。 

 
 
 
 
     

百
合
子
さ
ん
・
・
リ
フ
レ
イ
ン
が
効
果
的
で
す
ね 

 
 
 

一
点
句 

   

義
士
会
の
演
武
の
ひ
と
つ
居
合
か
な 

 
 
 

く
に
お 
 
 
 

 
 
 

 
 
       

五
郎
太
さ
ん
・
・
四
十
七
士
の
墓
前
に
こ
の
日
は
線
香
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
珍
し
い
光
景
に 

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

鎮
魂
の
花
火
三
発
開
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

 
 
 

 
 
       

龍
平
さ
ん
・
・
・
目
下
吉
村
昭[

陸
奥
爆
沈]

を
読
書
中
。
昭
和1

8

年6

月8

日 

山
本
五
十
六
元
帥 

葬
儀3

日
後
。
呉
軍
港
の
近
く
。
誰
が
沈
め
た
か
？ 

我
は
荻
窪
の
国
民
小
学
校
１
年 

生
。
遠
い
あ
の
頃
が
ジ
イ
ジ
に
な
る
と
意
外
に
鮮
明
に
。 

 
 
 

店
先
に
並
ぶ
鱈
の
子
冬
夕
焼
け 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 
 
      

 

紀
久
男
・
・
・
・
季
重
な
り
で
す
が
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
鱈
子
（
冬
）
と
冬
夕
焼
け
の
季
重
な
り
。
「
店
先
に
並
ぶ
鱈
の
子
夕
日
影
」 

 
 
 

う
ず
く
ま
り
ゆ
れ
る
木
な
が
む
寒
き
庭 

 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
動
詞
が
三
つ
も
あ
る
と
散
文
的
に
な
り
ま
す
。
俳
句
は
韻
文
で
す
、
詩
で
す
。 

「
一
句
一
動
詞
」
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
次
回 

青
葉
会
】 

 
2024

年1

月25

日
（
木
） 

13

時
よ
り
青
葉
会
句
会 

 
 
 

於
：
丸
紅
本
社 

４
階
会
議
室 

 
 

参
加
者
は
出
句5

句
、
ご
投
句
は2

句
を
目
処
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 
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締
め
切
り
は
、1

月23

日
（
火
）
中
。
編
集
の
星
田
啓
子
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

今
回
は
一
年
の
締
め
括
り
、
納
句
会
で
も
あ
り
、
関
西
か
ら
堂
哉
さ
ん
、
普
段
は
ご
投
句
だ
け
の
昇
さ
ん
も
参
加
さ

れ
る
な
ど
十
三
名
が
出
席
。
句
会
冒
頭
に
、
丸
紅OB 

で
社
会
人
落
語
家
の
花
伝
亭
長
太
楼
（
大
滝
長
孝
）
氏
に
一

席
ご
披
露
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
後 

落
語
の
大
滝
氏
も
選
句
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
選
者
は
孤
舟
さ
ん
、
進
行
役
は

い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
で
ご
出
席
者
の
選
句
へ
の
披
講
な
ど
賑
や
か
な
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
時
間
的
に
幾

分
余
裕
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
出
句
を
少
な
め
に
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
、2

5

名67

句
で
し
た
。

結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
久
し
振
り
の
ご
出
席
だ
っ
た
昇
さ
ん
が
目
覚
ま
し
く
、
そ
れ
に
孤
舟
選
者
、
康

敏
さ
ん
が
続
き
ま
し
た
。 

 

二
、 

そ
の
後
の
青
葉
会
忘
年
会
は
、
近
く
の
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館
に
て
開
催
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
今
年
ご

入
会
の
、
百
合
子
さ
ん
、
正
己
さ
ん
も
句
会
は
難
し
く
も
忘
年
会
だ
け
は
、
と
ご
参
加
い
た
だ
き
、
一
年
ぶ
り
の
恵

洲
さ
ん
も
駆
け
つ
け
ら
れ
、
孤
舟
選
者
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、
新
人
の
お
二
方
の
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
た
り
、
席

を
移
動
し
た
り
と
、
十
五
名
の
方
々
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。 

 

三
、 

【
孤
舟
選
者
近
詠
】 

 
 

王
朝
の
色
を
極
む
る
鳥
兜 

 
 
 
 
 
 

熟
柿
捥
ぐ
た
び
碧
空
を
傾
け
て 

 
 

ひ
と
息
に
日
の
沈
み
ゆ
く
薄
原 

 
 
 
 

冬
夕
焼
ミ
レ
ー
の
晩
鐘
聞
こ
え
く
る 

 
 

月
山
も
鳥
海
山
も
し
ぐ
れ
け
り 

 

四
、 

【
関
係
者
近
詠
】 

 
 

自
分
史
に
横
道
は
あ
り
冬
木
の
芽 

 
 

盛
雄 

 
 

今
届
く
十
万
光
年
冬
銀
河 

 
 

 
 
 
 
 

 

健
介 

 
 

哀
歓
充
つ
空
港
ピ
ア
ノ
冬
銀
河 

 
 
 
 

仝 
 
 

目
を
病
め
り
あ
の
オ
リ
オ
ン
さ
へ
瞬
か
ず 

 
 
 

仝 

  
  

静
か
な
る
狭
庭
の
灯
り
石
蕗
の
花 

 
 
 

仝 
 
 

小
春
日
や
本
場
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
横
丁 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

夜
遊
び
の
帰
路
の
真
上
に
冬
銀
河 

 
 
 

仝 
 
 

 

小
林
光
一
先
輩
追
悼
（
元
大
阪
機
械
本
部
長
） 

 
 

平
和
と
ふ 

 

危
う
き
日
々
や
冬
木
立 

 

仝 
 
 

万
葉
集
片
手
に
ぬ
る
燗
一
升
呑
み
し
頃
憶
ふ 
紀
久
男 

 

 
 

冬
場
所
の
一
瞬
の
技
や
星
動
く 

 
 
 
 

仝  
 

 

終
活
す
ま
せ
従
容
と
畏
友
秋
に
逝
く 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
―
―
―

き
さ
ら
ぎ 

十
二
月
号―

―
―
―

 

   

 
 
 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 


